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生成AIによるサービスロボット制御技術
さまざまな業務を理解し、柔軟で気が利くロボットが

『おもてなし』を実現します
#ウェルビーイング・人的資本経営 #顧客体験価値向上 #業務効率化

既存のルール／アルゴリズムベースでは、掃除
や配膳の一部など、人の手を借りる前提の単純
作業しか業務に組み込めません。

人と同じ空間で自律的に業務をこなすサービス
ロボットを実現し、労働人口減少や高齢者生活
支援などの社会課題解決に貢献します。

• LLMを活用し業務や役割などの概念的な指示を理解した上で、
ロボットが今やるべき事を生成

• 与えられた役割と周囲の状況から行動計画を生成し、
人間からの具体的な指示がなくとも自発的に行動できる点が
独自の特徴

LLMを活用したロボット動作を行う市中技術では、タスクの内
容を具体的に指示する必要があったが、本技術では自らタスク
を生成することで、役割やマニュアルなどの抽象的な規範を元
にした自律行動ロボットを実現

福祉・介護業、家事サービス業において、介護施設やご家庭で高齢者の健康・安全の見守りや、生活の支援（飲み物の配膳、服薬の促
し、連絡事項の伝達など）、その他職員・家族が対応しきれない些細な依頼を各個人に最適化しながら対応できるサービスロボットに
適用（技術確立時期：2024/4Q）

出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝身体感覚を持つtsuzumi

問い合わせ先URL

https://www.youtube.com/watch?v=hLPUMGgdCng
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=201&param03=D01-13
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